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（別紙様式２）

論　文　審　査　の　結　果　の　要　旨
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　主論文内容の要旨：大規模骨欠損再建の治療では、より骨再生能の高い人工骨の開発が必要であ
る。人工骨内への骨成長に有利だと考えられているハニカム構造の炭酸アパタイト人工骨において、
チャネルの容積および微細孔の容積が骨再生に与える影響を3種類の人工骨を作成して検討した。ウサ
ギ尺骨の10mm欠損に移植し、チャネルの容積と微細孔の容積の違いによる骨再生の違いを術後4週目と
術後12週目で比較した。術後初期段階の4週目では、チャネル容積の大きい人工骨は微細孔容積が大き
いものよりも初期のbone ingrowthを促進した。一方、術後中期段階の12週目では、微細孔の容積が大
きい方がチャネル容積の大きいものよりも破骨細胞による人工骨の吸収と骨形成を促進した。さら
に、術後12週目にはチャネル容積と微細孔容積がともに大きい人工骨が有意に多くの新生骨を形成
し、欠損間を骨で架橋した。

　以上の成績はこの方面の研究の発展に重要な知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ
いての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員より専門的
な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが適切な回答を得た。
　よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定し、博士（医学）の学位に値すると認める。
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